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5
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臣

会

附

諮
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5
一
面
週
間
川

和

…
一
一

問

昭

一

年

沼

川

一ら
く
待
っ
て
く
れ
る
よ
う
お
頼

川

一い
す
る
。

川

一

移
転
候
補
地
と
し
て
の
西
下

川
一
条
、
小
曲
地
区
の
用
地
は
、
当
一

川
一
面
埋
め
立
て
用
地
と
し
て
の
活
一

川

一
周
を
考
え
て
お
り
、
で
き
る
だ
一

州
一け
早
い
時
点
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス

一

川
一が
得
ら
れ
る
な
ら
こ
の
用
地
を
一

川

一取
得
す
る
。

一

一

一

』
だ
移
転
の
時
期
に
つ

い
て一

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

一よ

り

生

ず

る

数

量

差

、

ま

た

実

一

一

一

一

一

は
、
下
水
道
事
業
の
進
捗
、
大
一

一

内

容

と

本

市

の

現

状

に

つ

い

て

一

際

、

必

要

と

な

る

経

費

が

楠

助

一

一

一
伺
い
た
い
。
一
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
対
象
差
一
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
踏
ま
一

一

答

地
方
財
政
法
に
、
国
が

一が

あ

る

。

一

え

た

上

で

、

地

元

と

協

議

し

て

一

一

一

士
一
決
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

一

↑
そ
の
全
部
ま
た
は
、
一
部
を
負
一

現

在

、

単

価

差

に

つ

い

て

。

一

一

一担
す
る
経
費
及
び
地
方
公
共
団
一順
次
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

一

一

一

一

一

新

動

物

i

圏

一

一体
が
負
担
義
務
の
な
い
経
費
が

一数
量
差
、
対
象
差
に
つ
い
て
は
一

一

一規
定
さ
れ
て
い
る
。

一十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
一

構

惣

を

示

せ

一

間

国

政

レ

ベ

ル

で

国

民

生

一

な

運

営

を

図

り

な

が

ら

市

民

生

一

超

過

負

担

と

は

、

国

庫

支

出

一

い

現

状

で

あ

る

。

一

一

活
へ
の
圧
迫
が
進
ん
で
い
る
が
一
活
優
先
、

市
民
本
位
の
政
策
を
一
金
が
交
付
さ
れ
る
事
務
、
事
業
一

ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
度
中
一

関

市
長
の
政
治
公
約
で
あ
一

市
長
の
政
治
姿
勢
の
基
本
は
福
一
勇
気
を
持
つ
て
推
進
し
て
行
く
一
で
地
方
公
共
団
体
が
実
際
支
出
一
国
の
支
出
金
に
か
か
る
事
業
を
一
る
動
物
園
移
転
構
想
と
財
源
的
一

祉
、
教
育
、
市
民
の
生
活
環
境
一
考
え
で
あ
る
。
一
し
た
額
が
、
国
庫
支
出
金
の
額
一行
う
に
あ
た
り
、
本
市
が
超
過
一裏
付
け
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
一

整
備
等
市
民
生
活
優
先
に
あ
る

一

一

を
上
回
る
場
合
の
差
額
を
い
う
一負
担
す
る
額
と
し
て
は
十
二
億一

答

新
動
物
闘
計
画
は
、
全
一

と

思

う

。

一

補

助

金

の

一

そ
の
中
に
は
、
補
助
活
に

一一
一
千
六
百
六
十
万
円
程
度
で
あ
一
体
計
画
を
特
殊
公
園
と
し
て
事
一

国
の
政
策
い
か
ん
に
か
か
わ
一

見

直

し

を

一
起
因
す
る
単
価
差
、
面
積
等
に
一
る
。
一
業
認
可
を
受
け
、
単
な
る
動
物
一

ら

ず

平

和

憲

法

を

守

り

人

間

尊

一

一

一

図

と

し

て

で

は

な

く

、

動

物

公

一

の

調

査

研

究

の

動

向

を

み

て

、

重
の
基
本
盗
勢
を
貫
く
決
意
に
一

間

補
助
金
の
支
出
は
総
花
一

/

/

/

/

/

/

/

'

/

/
/
/
/
/
一
園
と
し
て
位
置
づ
け
、
動
物
の
一
今
後
、
公
開
基
準
等
具
体
的
な

つ
い
て
伺
い
た
い
。
一
的
な
感
が
あ
り
、
見
直
す
必
要
一

ノ
消

一物

湾

局

ゆ

/
移

忠

告

魚

芳

一
展
示
と
同
時
に
余
暇
志
向
に
対
一
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め

答

国

内

外

の

社

会

情

勢

が

一

が

あ

る

。

一

一

応

す

る

翻

い

の

場

と

し

て

の

施

一

る

努

力

を

す

る

。

変
動
す
る
な
か
で
国
の
福
祉
、
一
①
支
出
に
あ
た
っ
て
、
特
一

間

非
常
備
消
防
に
対
す
る
一耐
火
性
と
居
住
性
、
措
置
能
性
を
一設
を
目
療
に
盤
備
梅
想
の
検
討
一

教
育
な
ど
の
政
策
に
つ
い
て
後
一
定
の
住
民
、
団
体
に
対
し
て
誤
一市
防
災
課
と
、
消
防
本
部
と
の

τ重
視
し
、
整
備
し
た
施
設
と
一を
進
め
て
い
る
。

一

高

令

者

事

業

渇
か
一
冨
わ
れ
て
い
る
が
、
私
の
一
解
を
ま
ね
く
こ
と
は
な
い
か
。
一
制
整
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

.τ
交
通
の
便
の
良
い
市
有
地
を
一
建
設
に
あ
た
っ
て
は
十
六
万
一

回

に

つ

い

て

基
本
姿
勢
に
は
変
わ
り
は
な
い
.
一

@

補
助
金
の
最
高
額
、
最
一
ま
た
、
庁
舎
も
老
朽
化
し、

一候
補
地
に
移
転
、
新
築
す
る
考
一
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
と
一

今
後
、
本
市
財
政
の
効
率
的
一
低
額
を
示
せ
。

一
非
常
に
危
険
と
恩
わ
れ
る
と
同
一
え
で
あ
る
。
一
額
算
四
十
億
円
の
事
業
費
が
見
一

関

商
令
者
対
策
の

一
環
と

一

①

補
助
金
の
交
付
に
よ
り
一
時
に
消
防
車
両
も
増
加
し

て

い

一

一

込

ま

れ

る

が

、
こ
の
経
費
は
公
一
し
て
の
高
令
者
事
業
団
の
目
的

一
そ
の
団
体
に
市
の
責
任
を
転
化
一
る
今
日
、
消
防
本
部
を
移
転
す
一

処

理

織

の

一
営
企
業
償
と
し
て
の
起
債
を
考
一
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た

一
す
る
こ
と
は
な
い
か
。
一
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

一

移

転

は

可

能

か

一え
て

い

る

。

一

ぃ

。

一

筈

補
助
金
の
交
付
対
象
は
一

笹

非
常
備
消
防
事
務
は
、

一

一

こ
の
場
合
、
財
政
負
担
が
増
一

答

悶
令
者
事
業
団
は
、
続

一
事
業
で
あ
り
、
そ
の
事
業
が
客
一
市
長
の
固
有
事
務
で
あ
る
の
で

一

関

西
下
条
町
の
し
尿
処
理
一
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
一
ね
六
十
才
か
ら
七
十
才
ま
で
の

一
観
的
に
み
て
公
益
上
必
要
な
事
一
防
災
課
の
所
管
事
務
と
し
て
い
一
場
の
移
転
計
画
の
現
状
に
つ
い
一
の
で
将
来
、
施
設
の
効
率
的
使
一
方
を
対
象
に
、
一
般
常
用
短
周

一業
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

特
一
る
が
、
従
来
か
ら
実
際
に
は
消
一
て
伺
い
た
い
。
一
周
な
ら
び
に
施
設
使
用
料
の
増
一
に
な
じ
ま
な
い
補
助
的
、
短
期

一定
の
住
民
、
団
体
に
誤
解
を
招
一
防
本
部
が
所
掌
し
て
い
た
。
一

答

撤
去
期
限
は
来
年
四
月
一
収
が
期
待
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
施
一
的
な
仕
事
を
紹
介
し
て
、
高
令

混

一
く
よ
う
な
支
出
は
な
い
。
一
こ
の
こ
と
は
、
広
域
行
政
事
一
で
あ
る
。
約
束
期
日
に
撤
去
す
一
設
を
併
設
す
る
動
物
公
園
建
設
一
者
に
生
き
が
い
を
見
い
出
し
て

貴

一
補
助
金
の
最
低
は
転
作
推
進
一
務
組
合
発
足
の
際
、
こ
の
事
務
一
る
こ
と
は
困
鰻
で
あ
る
。
党
智
一
を
考
え
て
い
る
。
一
い
た
だ
く
た
め
の
全
く
新
し
い

一
一集
落
補
助
金
の
三
千
円
、
最
高
一に
つ
い
て
、
市
長
と
組
合
管
理
一の
思
行
に
つ
い
て
は
、
今
し
ば
一

一労
働
福
祉
事
業
で
あ
る
。

e
一

は

医

師

会

救

急

診

療

事

業

補

助

一

者

が

党

曹

を

交

わ

し

防

災

課

設

一

一

本

市

で

も

、

こ

の

事

業

の

設

問

一
金
の
五
千
二
百
万
円
で
あ
る
。
一
置
後
も
引
き
続
き
同
織
の
扱
い

一

情

報

公

開

制

度

の

一
立
を
前
提
に
高
令
者
の
量
、

寅

一
補
助
金
の
支
出
は
締
助
金
の
一
を
し
て
い
る
。

一

確

立

を

望

む

一
企
業
か
ら
の
求
人
の
意
向
調

一
交
付
を
受
け
よ

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
九
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
二
十
九
日
ま
で
と
決
め
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
等
七
件
、

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
補
正
予
算
七
件
、

下
水
道
管
布
設
工
事
及
び
勤
労
者
福
祉
セ

γ
タ
l

(仮
称
)
新
設
等
の
工
事
請
負
契
約
四
件
、
そ
の
他

二
件
の
二
十
件
を
可
決
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
な
ら
び
に
人
権
擁
護
委
員
の
二
議
案
を
そ

れ
ぞ
れ
同
意
、
推
薦
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
決
議
一
件
、
背
'
見
書
五
件

の
提
出
を
決
め
、
さ
ら
に
昭

和
五
十
四
年
度
各
会
計
別
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
の
う
え
閉
会
中

審
査
す
る
こ
と
と
し
、
十
一
日
間
に
わ
た
る
会
期
を
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
内
容

(1) 

明男議金正cJ:lJ

基

本

姿

勢

た

だ

ナ

決

算

審

査

委

員
A

九
月
定
例
会
に
、
昭
和
五

十
四
年
度
甲
府
市
各
会
計
別

決
算
ほ
か
四
企
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
五
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
は
、九

月
二
十
九
日
の
本
会
議
で
、

こ
れ
を
審
査
す
る
た
め
の
特

別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
香

員
十
六
名
を
次
の
と
お
り
決

め
、
閉
会
中
継
続
審
査
と
し

閉
会
中
委
員
会
を
開
き
、
十

二
月
定
例
会
で
報
告
す
る
子

定
で
す
。

委

員

長

伊
車

常
八

副
委

員

畏

中

込

孝

文

永富 山中 堀内 岡 福島 I市村川武 秋山 森沢 I氏 。1'/ 1/ // 1/ // 汐 ク// 1/ 1'/ 1/ 11 委

著 書 童 仰易雪 ii一EEI一E茂3一l作川会 定 昭 長 員一一一 和 武臼源措宮小山早小向樋原よ

霊 政公 i E 放政 主 倒玉 川帯主日永沢命川!神 uZEm
タ 友 明 和 共 ク i五b、 和成衛門菊主量政政繁芳 光康精八英

Z 会 党 ~I~i~一三 質十 好夫 男審図作伸一勇邸文

いい つぶ 週自 五 し 全 見 つ 護 し 任 こ対会再査が

てう行政対策政行つ 質 。 求て員、た月 に、同に員了月 員定
の 移 の い災 問 要 九 め 、侯 荻 大三 補権 決金意つ会す十 資

省序 主相 地の 写転の ウにににてとに なら市補 野 塚十 者擁 ま会をい委る 三選産
てへ 度 構今 イつつ つ 消つの 己 く れ長者 貞 国一 り ー 求て員国日

は ののにの FE ギド 川いい肪い要 日月 推たカに 雄 夫日 を護ま 致 め 、 有 定を 任野
#寄と 推進 つ確立 に に吋 に スててて 団て i曹のら推 氏 氏を 推委 Lでら市 賀 資も に t畑面

い つつ つつつ 対 員旨 を に 議 薦 を の も た同れ長 久 産つi に てに ?λi|川 策 I--1の 決対会 す 人後つ 薦員 。意たカ 次 評 て同審
対つ つに てて農て 、 て て に 優 めし のる 権任て す のら 民 価 任意 査

ま、意 に 擁と辞 るに議の審期



…

甘

い

刊

誌

強

引

い

ド

U応

出

品

川

…

閏

圃

掴

圃

一

五

吋

家

族

友

の

会

々

長

一時

品

川

l

b

M

E

M

-
支
部
長
山
本
貞

・

第
一
に
、
す
で
に
同
和
予
た
一
件
の
土
地
取
得
が
他
町
曾
き
」
を
優
先
し
原
則
を
後
山
一

一

〔
建
設
経
済
委
員
会
〕

一ほ
か
〉

一

〔
総
務

・
民
生
・
建
設
経
済

ハ
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
が
、
村
の
土
地
で
あ
り
、
条
例
で
返
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
公
J

一

採

択

さ

れ
た
も
の

一O
仲
卸
業
者
に
か
か
わ
る
売
場
一
〔
民
生
委
員
会
〕
一
委
員
会
〕

ハ
当
局
か
ら
そ
の
過
程
の
資
料
定
め
た
「
市
内
の
土
地
」
の
正
な
行
政
執
行
と
は
言
え
な
一
一
〔
総
務
委
員
会
〕
一
面
積
の
不
公
平
是
正
(
甲
府
中
一

O
く
み
取
り
業
務
減
少
に
よ
る
一O
軍
事
費
を
減
ら
し
、
増
税
と

…

諮

れ

れ

ト

ゴ

は

一

一
反
対
…
説
明
要
一
品
川一

ぃ

i
は
、
同
和
行
政
の
に
一

J
H科
持

制

見

町

一

日

時

間

M
M
1
一
組
問
一
対
日
開

1
h
M
M
q掃
同

一諸

問

ば

以

戸

ぶ

ハ

き

な

い

。

原

則

が

生

か

さ

れ

て

い

な

行

に

あ

た

り

、

主

体

性

を

確

九

一

代

表

者

・

石

丸

あ

き

じ

ほ

か

二

畿

ほ

か

〉

一

〔

建

設

経

済

委

員

会

u

一山
梨
母
親
大
会
実
行
委
員
長

・

・
第
二
に
、
半
年
で
貸
付
け
い
。
条
例
の
「
た
ど
し
書
き
立
し
、
勇
気
あ
る
事
務
執
行
~
一
〔
民
生
委
員
会
〕

一

継
続
十
審
査
す
る
も
の

↑0
開
発
規
制
の
緩
和
〈
山
梨
県
一
山
本
つ
る
代
)

は
事
務
処
理
の
増
進
の
た
め
抜
-

v

へ
た
件
数
は
一

件
の
み
で
あ
」
で
は
「
市
長
が
特
別
の
事
を
行
な
う
よ
う
要
望
し
、
た
一
言
人
医
療
費
有
料
化
反
対
、

一

門
総
務
委
員
会
〕

一宅

地

建

物

取

引

業

協

会

甲

府

支

一

・

温

.

書

目

本
的
な
方
著
書
中
で
あ
る
一

*
2
2会
じ

む

u
j
u
h
u料
刊

行

日

比

法

ト

日

切

に

す

に

反

対

す

る

も

一

一日

間

詐

日

刊

抗

日

f
一

m
hれ
れ

れ

れ

リ

単

純

れ

れ

日

間

う

現

況

確

一
園

田

幽

闘

岨

.

旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
一

1

2

f
-
/・7
3J
7
7
7
J
J、〉
3
2
;
3
6
;・
3
・}・

:
J
J
7
7
3
t
e
乙
山
梨
片
マ
ヒ
患
者
家
族
友
の
会
一期
批
准
ハ
新
日
本
一
財
人
の
会
甲
一認
証
明
替
の
即
時
化
(
山
梨
県
一

堂
革
査
す
る
も
-j

|

下請け問題ア

一品…一期間小一同
Z
Mの
周
知

一

甲

府

駅

近

代

化

自

民

体

育

大

会

・

地

震

防

災

願

期

f
訪問
一一一一一一一い一一一一
一期間一一一日一一一
一耕
一
組
問

「
一
般
会
計
補
正
予
算
中
教
一要

望

が

あ

り

ま

し

た

。

一

付

託

さ

れ

た

公

共

下

水

道

管

一

三

特

別

委

中

間

報

告

一福
祉
を
良
く
す
る
連
絡
会
、
山
一
号
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
等
一
つ
く
り
構
想
(
甲
府
中
央
商
庖
一
化

(甲
府
商
器
産
会
長
-

EH」
に
つ
い
て
は
全
員
異
議
一

次

に

三

十

七

床

の

結

該

病

床

一

布

設

工

事

請

負

契

約

の

締

結

等

一

一

梨

片

マ

ヒ

患

者

家

族

友

の

会

々

一

ハ

第

二

十

三

回

山

梨

母

親

大

会

一街
再
開
発
委
員
会
々
長

・
太
田
一
太
田
源

一
郎
ほ
か
〉

な
く
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
三
十
二
床
に
縮
小
す
る
問
題
に
一
六
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
一
九
月
定
例
会
扱
終
日
長
近
一
現
在
ま
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
一立
し
万
全
を
期
す
る
こ
と
。
更
一
長
・
山
本
き
一
実
行
委
員
長

・
山
本

2
8
一源

一

郎

)

一

O
甲
府
駅
近
代
化
に
伴
う
商
業

す
る
も
の
と
決
し
た
が
、
委
員
一
つ
い
て
、
結
核
患
者
の
実
態
、
一
全
員
異
議
な
く
当
局
原
案
の
と
一
代
化
促
進
(
早
川
武
男
委
員
一
点
は
、
①
五
十
五
年
着
工
の
八
一
に
本
市
は
、
市
営
運
動
施
設
を
一

O
老
人
医
療
費
無
料
化
年
令
引
一

O
平
和
憲
法
を
守
る
意
志
の
表
一

〔
水
道
委
員
会
〕
一
施
設
反
対

(甲
府
商
庖
街
連
盟

か
ら
屋
体
、
プ
ー
ル
等
の
建
設
一
霊
童
を
判
断
し
、
一
般
病
床
一
お
り
可
決
し
ま
し
た
が
、
委
員
一
長
)
、
国
体
対
策
〈
上
田
英
文
委
一
王
子
、
立
川
両
駅
に
次
い
で
旦
持
た
な
い
た
め
、
県
と
も
折
衝
一
き
下
げ
(
山
梨
の
医
療
と
福
祉
一
明
〈
第
二
十
三
回
山
梨
母
親
大
一

O
給
水
管
布
設
工
事
に
伴
う
助
一
会
長
・
太
田
源

一
郎
ほ
か
)

り
一
に
あ
た
っ
て
の
工
期
に
つ
い
て
一
に
産
す
る
措
置
に
踏
み
き
っ
一
か
ら
、
上
下
水
道
工
事
喜
一
員
長
)、地
震
防
災
対
策
(
市
川
一
府
守
認
識
し
て
い
る
。
③
空
し
施
設
の
ま
に
つ
い
て
対
処
一
を
良
く
す
る
連
絡
会
、
山
梨
片
一
会
実
行
委
員
長
・山
本
つ
る
代
)
一
成
等
(
山
刷
梨
県
宅
地
建
物
取
引
一

一
は
、
学
校
教
育
に
支
障
が
生
じ

-た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
竺
工
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
に
対
一
正
雄
委
員
長
〉

2
一
特
別
委
員
一
舎
改
良
、
駅
ピ
ル
、
南
北
道
路
一す
る
よ
う
当
局
に
要
望
し
ま
し
て
=
=
=
圭
=
=
=
=
三
喜
一
三
三
主
主
:
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
一
=
一
=
=
=
=
=
=
=
三
=
=
-
三
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
喜

一

う
な
工
期
と
す
べ
き
だ
一

次
に
火
葬
場
に
つ
い
て

e
一
し
て
工
事
個
所
、
工
事
期
間
、
一
長
か
ら
、
調
査
経
過
の
中
間
報
一
の
建
設
と
い
う
=
一
点
セ
ッ
ト
と
一た

。

一

B
E
E
-
-
E
f
o

-

一
と
す
る
指
摘
に
対
し
、
当
局
か

一地
元
I
Rの
理
解
と
協
力
を
得
一
工
事
の
状
況
等
を
周
知
し
協
力
一
告
が
あ
り
骨
し
た
@
そ
の
大
子
る
。
①
?
ム
相
設
を
合
め
一

マ
地
震
防
災
特
別
委

一

闘

園

闘

阿

国

開

鉱

制

裁

判

…

一祉
、
財
政
再
建
の
た
め
、
行
政
一
い
て
金
大
中
氏
の
死
刑
判
決
を

だ
一
ら
、

今
後
執
行
に
当
た
っ
て
は
一

2
4現
施
設
の
近
代
的
か
一
を
得
る
と
と
も
に
、
工
事
関
係
一は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
一
駅
舎
は
織
上
方
式
を
検
討
。
@
一

本
特
別
養
員
会
は
、
昨
年
、

一

圃

E
E
E闘

い

立

川

;

判

一

一改
革
、経
費
の
節
減
、補
助
金
の
一は
じ
め
多
く
の
人
選
に
懲
役
刑

f
一
効
果
の
上
る
方
向
で
努
力
す
る
一つ
賞
、
産
、
低
騒
音
等
、
一
者
の
協
警
官
積
極
的
に
活
用
一

マ
申
府
駅
近
代
化
・
交
通
問
一
駅
近
化
実
施
時
期
は
五
十
七
一梨
大
浜
野
教
授
を
招
き
「
東
海
一

今
定
例
会
に
は
、
議
員
提
出
雲
の
意
見
轡

・
決
議
六
件

一整
理
合

1
化
、
不
公
平
税
制
定

一の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

き
一
旨
の
蓄
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

一完
全
無
公
笹
で
生
活
環
境
や
美
了
、
期
目
、
期
間
及
び
計
画
を
一

題

(2) 

委
員
会
審
査
の
主
な
内
容

九
月
二
十
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ

い
て
、
二
十
七
日
及
び
二
十
九
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
会
、
審
査

し
た
経
過
と
結
果
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭和 55年 11月 1日
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